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テゾス財団

2021年3月



テゾスはこの2年間で、他の業界を 
合わせた以上の進化を遂げました。 
そのアップグレード性により、 
他のブロックチェーンが テゾスの 
テストネットとなっています。

「

“



テゾス コミュニティ各位

昨年9月の半期更新活動報告書発行以来、世界経済に
かつてないほどの変動があったにもかかわらず、テゾ
スプロジェクトは長期的な成長の道を力強く歩み続け
ています。私たちが再び歩み始めたこの世界は、過去
の世界とは根本的に異なります。現時点で明らかなの
は、コロナ禍以降の世界ではブロックチェーン技術が
重要な役割を果たすということ、そして私たち全員がこ
の新しい現実に適応する必要があるということです。
ガバナンス機能を備えたテゾスは、今後も進化し続け
ることができるため、世界が必要とするブロックチェー
ンとなります。

本報告書の対象期間中、テゾスブロックチェーンは2回
アップグレードに成功しました。最初のアップグレード
であるDelphiでは、マイケルソンインタープリターの性
能を大幅に向上させ、ガス料金を大幅に下げました。
また、わずか数ヵ月後に採用されたEdoは、継続的な
パフォーマンスの改善を追加し、Saplingにより、選択
的な開示を伴う投票や資産取引などの新しいタイプの
アプリケーションを可能にする強力なツールを追加し
ました。Florenceを目前にして、テゾスのアップグレー
ドプロセスがシームレスな定期的な改善リズムになっ
たことは明らかであり、テゾスにとって、他のブロック
チェーンはテストネットになったと臆することなく言う
ことができます。

私たちはテゾスを長期的なプロジェクトと見ているこ
とを理解しておくことが重要です。強固な技術的基盤
と長期的な資本分散能力が、世界的な普及に向けた

マラソンレースを勝ち抜く鍵となるのです。テゾス財団
はテゾスではなく、グローバルエコシステムの中の1つ
の団体に過ぎないことを理解することがさらに重要で
す。私たちの役割は、制御下にあるリソースを持続可
能な方法で展開し、テゾスの長期的な成功をサポート
することです。このような長期的な成功は、活発な分
散型のエコシステムがあって初めて可能になります。私
たちの目標は、このエコシステムの中で、独立した高い
パフォーマンスを発揮している組織を支援し、そのよう
な組織が今後の課題を解決するために必要なリソース
を確保できるようにすることです。 

テゾスの初期のアーキテクトであるアーサー・ブライト
マンほど、テゾス財団の役割を理解している人はいま
せん。アーサーをテゾス財団理事会に迎えることがで
き、嬉しく思います。彼の技術的な専門知識と比類の
ない知識が理事会に活かされ、テゾス財団の使命を果
たす上で力となることでしょう。

テゾスに関して言うと、楽しみなこと、希望に満ちたこ
とがたくさんあります。この報告書では、2020年9月
以降に新たに資金提供を受けた、21か国の62社の助
成金受給者についてご紹介しています。これらのプロ
ジェクトのうち42%は、テゾスエコシステムに初めて
参加したものです。この方々のアイデアとテゾスに対す
る熱意を称えたいと思います。2021年は、テゾスにとっ
て非常に明るい年になると確信しています。

テゾス財団理事会

はじめに
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テゾス財団の役割

テゾスは分散型ピアツーピアシステムをサポートするテクノロジーで、自由参加
型のネットワークです。単一の会社が「テゾス」を所有、運営、管理することは
ありません。テゾスを理解するには、このパラダイムを理解することが不可欠 
です。

...分散型ネットワークの成功は、堅実で多様性に富
んだ活発なコミュニティの努力にかかっています。 
テゾス財団はこのエコシステムを支える存在です。

テゾス財団はスイスを拠点とし、スイス連邦財団
監督局の監督下に置かれた財団です。特にテゾス
プロトコルと関連技術の促進と開発をはじめと
する、新たに開かれた分散型のソフトウェアアー
キテクチャの分野における、新しい技術とアプリ
ケーションの開発促進を推進し、可能にすること
をその世界的な活動の目標としています。 

テゾスのポジションペーパーでも強調されている
ように、分散型ネットワークの成功は、堅実で多
様性に富んだ活発なコミュニティの努力にかかっ
ています。テゾス財団は、開発者、科学者、ネッ
トワーク検証者（「ベーカー」）、支援者、そして
技術、採用、事業開発、マーケティング・コミュニ
ケーションを担当する独立した運営団体と共に、
このエコシステムを支え、将来的にグローバルな

イノベーションを推進しようとプラットフォームの
成功に向けて取り組んでいます。

テゾス財団は、その使命を追及するなかで、テゾ
スのプロジェクトの長期的な未来を支えるために
リソースを駆使します。世界中の教育研究機関、
開発者、活動家などのコミュニティメンバーがテ
ゾスのプロジェクトを推進できるよう、助成金や
その他の資金分散方法で戦略的に支援します。

テゾスの可能性はコミュニティに委ねられてい
ます。当該コミュニティは、ブロックチェーンエコ
システムの中でも最も強固で優れたもののひと
つです。利害関係者であれば誰でもテゾスのコ
ミュニティに参加して、プロジェクトに貢献でき 
ます。
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2020年9月25日
S w o r dが、テゾスブロック
チェーン上で文書にデジタル署
名、保存、検証を行うオープン
ソースソリューション「Tezos 
DigiSign」を発表。

2020年9月30日
テゾスでの初の非中央集権的
な分散型取引所であるDexter
を開設。

2020年8月25日
ルーク・ヤングブラッドとキー
ファー・テイラーは、複数の取
引所からの市場データに基づ
いて、署名された価格フィード
をテゾスネットワークに配信す
るプロジェクト「Harbinger」
を発表。

2020年8月27日  
Spruce Systemsは、最新
のW3C標準を用いて構築さ
れた分散型アイデンティティ
（DID）機能に取り組む。

2021年1月6日
サウジアラビアのTa i b a h 
Valley社が、テゾスエコシステ
ムにおける中東初の企業ベー
カーとなる。

2021年1月7日
XTZで担保され、米ドルにソ
フトペグされた信頼性の高い
アルゴリズムステーブルコイン
であるkUSDをテゾスのテスト
ネットで開始。

2020年12月31日
Tezos Commonsの月例コミュ
ニティ報酬プログラムの一環と
して、コミュニティメンバー数
人に、エコシステムへの貢献に
対してtezを授与。 

2020年12月28日
Stablyは、米ドル建てのステー
ブルコインであるUSDSをテゾ
スに導入。 

2020年11月5日
スイスの銀行Sygnumは、規制
された銀行として初めて、顧客
向けにテゾスのステーキングを
開始。

2020年11月17日
Sword Franceは、企業ベー
カーになることで、テゾスエコ
システムへの関与を拡大。 

2020年10月29日
K u ka i  Wa l l e tがテゾスに
DirectAuthを導入。ユーザー
は、Google、Reddit、Twitter
のアカウントでTezを送受信で
きるようになる。

2020年10月30日
Pap e r s、D U  DA、Farn e r 
Consultingの3社が、スイス
のパイロット都市で、カスタ
マイズされた専用決済手段の
プラットフォームとして、ロー
カルビジネスのためのコイン
「ecoo」をローンチ。

2020年 2021年

9月 10月 11月 12月 1月8月

テゾスの 
過去6か月の軌跡
エコシステムからのイベント抜粋

6 / 7 

8月12日～9月4日： 
テゾスDelphiのアップグレードを 
提案。

10月20日～11月12日：
テゾスDelphiを 
アップグレード。

11月12日～12月5日：
テゾスEdoのアップグレードを 
提案。

1月21日～2月13日：
テゾスEdoを 
アップグレード。



実績と数字 
2020年8月以降のテゾス財団のハイライト抜粋
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助成金プラットフォームの立ち上げ

米ドル（単位：百万）の資産 
（2021年1月31日時点）

助成金受給者の国数

米ドル（単位：百万）の 
新しい助成金交付

合計62件の新しい助成金交付

新しい理事会メンバー数 

新しい

一つの
助成金

日

ごとに



助成金 



助成金—  
優先順位とプロセス

テゾス財団の主要な活動は、テゾスの長期的な成功維持のためのリソー
スを企業やイニシアチブに提供することです。 テゾス財団は三つの助成
金のカテゴリに焦点を当てています。 

研究・教育、コア開発助成金
テゾスに関するイノベーション、開発、教育を促進します。 
これらの助成金には、オンライントレーニングコースからコアプロトコルの開発
まで、さまざまなプロジェクトが含まれます。 

エコシステム — ツール・アプリケーション助成金
エントリーへの壁を低くして、開発者や後続のアプリケーションのエンドユー
ザーがテゾスを利用できるようにします。

コミュニティ助成金
テゾス財団が属するテゾスコミュニティを強化し、成長に導く組織やイニシアチ
ブをサポートします。
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テゾス財団の助成金プラットフォームの立ち上げに伴い、さまざまな関心分野が発表されました。これらは現在の
ニーズを反映したものであり、一定の時点での優先事項に基づいて変化します。過去数か月の間に発表された関心
分野は、ベーキング、開発者のエクスペリエンス、教育とトレーニング、エンドユーザーアプリケーション、プライバ
シーとセキュリティが中心となっています。さらに、助成金プラットフォームでは、優先度の高い分野には指定され
ていなくても、テゾスエコシステムを向上させる可能性のある提案を提出することができます。また、助成金プラッ
トフォームの立ち上げにより、特定の時間帯ではなく、継続的に提案を提出することができるようになりました。こ
の半期更新では、これまでの更新と同様、3つの包括的なカテゴリーをプロジェクトに使用しています。



状況によっては、プロジェクトがテゾスエコシステムに
とって非常に重要な場合、テゾス財団はアプリケーショ
ンをオフサイクルのプロセスで押し進めます。これらの
アプリケーションは迅速に処理されますが、同じデュー
デリジェンスプロセスを受け、同様の承認が必要になる
ことに注意してください。 
2020年第3四半期に、テゾス財団の助成金プラット
フォームが開設され、そのウェブサイトでの関心分野の
発表とともにこのプロセスが変更されました。

評価プロセス

ステップ 1
誰でも随時プロジェクトに申請できます。テゾス財団のウェブサイトに掲載されているリ
ンクで、助成金プラットフォームに移動することができます。応募ではまず、テゾス財団の
正式かつ実質的な要件を満たしていることを審査します。審査は、テゾスエコシステムに
属する貢献者数人で行われます。技術諮問委員会（TAC）は、審査員を完全に把握してお
り、潜在的な利益相反を適切に管理します。

ステップ 2
第1審査を通過した申請は、テゾス財団のTACに送られ、技術的なデューデリジェンスと
評価が行われます。現在のTACメンバーのリストは、財団のウェブサイトでご覧いただけ
ます。TACは助成金自体を決定するのではなく、アプリケーションの技術的強みとテゾス
エコシステムへの有用性についてアドバイスを提供します。

ステップ 3
TACから肯定的な推薦を受けたアプリケーションに関しては、デューデリジェンスプロセ
スを完了した後で、執行委員会またはテゾス財団理事会が助成金申請の承認、却下ある
いは修正などの最終決定を下します。

ステップ 4
テゾス財団によって助成金申請に関する最終決定を下した後で、結果が申請者に通知さ
れます。助成金が交付される前に、承認された申請者はテゾス財団と協力して法的書類
を準備します。

助成金は通常、複数回に分けて支払われます。あらかじ
め定められたマイルストーンが確実に達成されるよう、
支払いスケジュールに準じて分割払いを行います。テゾ
ス財団は支払いを管理し、後続の支払いの前に受給者
からのマイルストーンレポートを評価します。技術的な
評価が必要な場合、このプロセスにTACが関与する場
合があります。テゾス財団は、成果不足のプロジェクト
に対しては支払いを継続しません。
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?
飛行が進化。 
テゾスが進化。 
 

設立以来、テゾスは5回アップグレードを行いました。Athens、Babylon、Carthage、Delphi、Edoです。



受給者とその他の受給
団体・組織

前回の半期更新活動報告書（2020年9月）以降、テゾス財団は18か国で62件の
新たなプロジェクトに総額5,130万米ドルの資金を投入しました。62件の新しい
助成金のうち21件（34%）は新規の受給者でした。支給確約額は前回の半期
更新活動報告書対象期間から増大しましたが、これは主に年度初頭に大型の
年次助成金が交付されることに関係しています。 

過去に助成金を受給して、現在も活動中のプロジェクトの中には、本半期更新
活動報告書に掲載されていないものもあります。過去の助成金については、テ
ゾス財団の前回の半期更新活動報告書をご覧ください。

5,130万米ドル

1,030万 (20%)

コミュニティ助成金 

1,570万 (31%)

研究・教育コア開発助成金 

2,530万 (49%)

エコシステム – ツール・ 
アプリケーションの助成金
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コア開発
• Bolt Labs、米国
• DaiLambda、日本
• Marigold、フランス
• Metastate、スイス
• Nomadic Labs、フランス

研究・教育
• B9lab、英国
• Baking Bad、ロシア
• Cryptoverse Wars、インド
• France-IOI、フランス

組織・カテゴリーごとの契約上の計算された月間バーンレート：

 

合計: 1,570万米ドル

受給者とその他の受給団体・組織：
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研究・教育コア開発
助成金

テゾス財団は、分散システム、暗号化、プログラミング言語、形式検証など、
コンピューターサイエンスに関連する幅広いドメインに関する研究と教育をサ
ポートしています。リソースの多くは、世界中のハイレベルな機関や組織の科学
者やエンジニアのサポート、さらに将来の才能を育成するための教育プログラ
ムに充てられています。これらのイニシアチブおよびコアプロトコルの開発に貢
献するその他のイニシアチブを、テゾス財団は最優先としてします。

• University of Freiburg、ドイツ
• Inacta、スイス 
• Indian Institute of Technology 

(IIT Madras)、インド
• Kestrel Institute、米国
• 名古屋大学、日本
• OCaml Labs、英国
• OCTO Technology、フランス
• Simple Staking、マルタ 

Spruce、米国
• Stove Labs、スロバキア
• Tarides、フランス 
• VDF Alliance、米国

  20万米ドル以下 
  5万米ドル以下 

  50万米ドル超
  50万米ドル以下
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コア開発

Bolt Labsは米国を拠点として、ブロックチェー
ン上で迅速でプライベートな取引を実現するた
めにzkChannelsプロトコルを構築しています。
プライバシー保護を目的とするステートチャネ
ルを使用することにより、ゼロ知識証明とマルチ
パーティー計算手法に基づいて取引をオフチェー
ンで集約します。Bolt Labsは、テゾスのブロッ
クチェーン上でプライバシーを保護するステート
チャネルを有効にするための開発作業に助成金
を使用します。

ダイラムダ（DaiLambda）は京都に拠点を置く、
テゾスのコア開発チームです。テゾスのコアプロ
トコルとスマートコントラクトの研究開発に取り
組んでいます。ダイラムダチームは、パリのInria
での学界経験に端を発するOCamlの豊富な経
験を持ち、トレーニングとコンサルティング契約
を通じて、日本とアジア広域でテゾスエコシス
テムの成長に貢献しています。テゾスのコアスト
レージの最適化、ならびに日本でのプロモーショ
ン活動を目的とする「Plebia」プロジェクトに対
して、助成金が交付されました。 

Marigoldは、ガブリエル・アルフォア氏が設立し
たフランスの会社です。コア開発者チームの拡大
と、パフォーマンス、同時実行性、コードベースの
メンテナンスなど、優先度の高いテゾスのコアプ
ロトコルのテーマへの取り組みに対して、助成金
が交付されました。

Metastateはスイスを拠点とするセキュリティ
志向の組織で、分散型台帳の研究とプロトコ
ル開発に集中しています。Metastateは、テゾ
スプロジェクトの発展に役立つ多くの技術を研
究開発しています。特に、コンセンサスアルゴ
リズム、プライバシー保護機能、証拠の提示と
ステーキング製品、ガバナンス、スマートコント
ラクト、シャーディングなどに取り組んでいま
す。Metastateは他のテゾス開発者と協力して
DelphiとEdoの開発に携わっています。

Bolt Labsチーム
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Nomadic Labsは、フランスの企業です。スマー
トコントラクトの形式検証、コンセンサスアル
ゴリズム、およびテゾスのゼロ知識暗号実装の
可能性に関する研究を行っています。Nomadic 
Labsは、テゾスでスマートコントラクトを作成す
るためのドメイン固有言語Michelson、および高
水準言語のコンパイルターゲットとして機能する
追加の低水準言語Albertの開発を続けていま
す。このチームは、DelphiやEdoといった過去の
プロトコルのアップグレードにも寄与しました。
さらに、Nomadic Labsはプロトコルの開発に
おいて、世界的な研究機関や大学と協力していま
す。グローバルなテゾス開発者コミュニティと協
力して、開発イニシアチブをサポートし、様々な
チームやテゾスプロジェクトへの貢献者間のワー
クフローを合理化するとともに、リファレンスウォ
レットなどの基礎的プロジェクトを開発してい 
ます。

研究・教育

B9labは、英国を拠点とし、ブロックチェーンと
分散型アプリケーションの分野に特化した技術
導入、企業学習、コンサルティングソリューショ
ンを専門とする企業です。このチームは、助成
金を利用し、エコシステムスタックを活用してテ
ゾスアプリケーションを開発する方法を学びた
い開発者向けの教育体験を開発していきます。
この取り組みの一環として、自由にアクセスで
きるトレーニングコースや、開発者中心のCSO
（continuous security offering）のユースケー
スを構築しています。 

Baking Badは、ロシアのテゾス開発チームで、
Better Call Dev、スマートコントラクトエクスプ
ローラー、TzKT、先進的なブロックエクスプロー
ラー、インデクサ、APIなどの各種のテゾス製品
を積極的に開発しています。既存のプロジェクト
を進めるかたわら、Baking Badチームは開発者
向けのインタラクティブトレーニングプログラム
を作成するのに助成金を利用します。そのように
して、テゾスエコシステムでより多くの開発者を支
援し、オンボーディングによる技術の定着を図る
ことを目指しています。

インドの開発ラボBUIDL LabsのCryptoverse 
Wars は、ビジネス成長を促進するツールとして
起業家により起業家のために開発されました。
SmartPyでテゾススマートコントラクトを作成す
る方法を指導することにより、開発者にテゾスエ
コシステムを教育するインタラクティブな楽しい
コード学習スクールとしてのプロジェクトの開発
を続けています。 

France-IOIは、プログラミングとアルゴリズムの
ユーザーの裾野を広げることを目的に活動してい
るフランスの組織です。たとえば、国際情報オリン
ピックに参加する高校生を支援するなど、リソース
やトレーニングを提供し、コンペなどを開催して
います。今後、テゾス関連のプログラム言語である
OCamlやMichelsonを広げていくために、助成
金は使用されます。

Nomadic Labsのコア開発チーム
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ペーター・ティーマンは、ドイツ・フライブル
ク大学の情報学の教授です。ティーマン教授
はOCamlのコントラクトオーケストレーション
（COOC）に対する助成金を受給しました。こ
れはOCamlとMichelson間のスムーズな互換性
を保証し、OCaml言語を使ったアプリケーショ
ンプログラムからのコントラクト呼び出しの正し
いオーケストレーションを保証するプロジェクト 
です。 

Inactaは高度な情報管理サービスを提供するス
イス企業です。60余名のスタッフからなる専門
家チームが、ブロックチェーンも含めた各種エリ
アでのコンサルティングと実装サービスを提供し
ています。同社のコンサル活動の軸足をテゾスブ
ロックチェーンに移行するためのコンサルタント
研修を支援し、ドイツ、スイス、オーストリアでの
実装をサポートするために、助成金が付与されま
した。 

インド工科大学（IITマドラス校）は8,000人余
りの学生と約550人の教職員を抱える世界トッ
プクラスのテクノロジー系高等教育機関で、そ
こでは基礎研究と応用研究も行われています。
IITマドラス校に付与された助成金は、アップスト
リームでのOCamlマルチコア対応を実現し、テ
ゾスツールスタックを拡張し、特にIrminやLwtラ
イブラリを拡充するために使用されます。IITは
OCaml Labsとの緊密な協力のもとに、このプロ
ジェクトを推進しています。

Kestrel Instituteは、米国に拠点を置く、コン
ピュータサイエンスの非営利研究センターです。
このチームは、Zcashプロトコル仕様に記載され
ているJubjub楕円曲線演算のR1CS実装の機能
的正しさを正式に検証しています。この研究機関
の成果は、Nomadic Labsとの共同や、テゾスの
コア開発に活用されます。

名古屋大学は約1万6千人の学生数を誇り、日本
の高等教育機関ランキング第3位の大学です。名
古屋大学大学院多元数理科学研究科のジャッ
ク・ガリグ教授が中心となって、“Certifiable 
OCaml Type Interface” (COCTI)プロジェク
トが進められています。COCTIとは、堅牢性・モ
ジュール性・検証性を高めたOCaml型インター
フェースのことです。具体的には、制約ベースの
型インターフェースを使用したOCamlタイプ
チェッカーをモジュール化し、Coq証明支援シス
テムを使った証明により検証を行います。大学に
交付された助成金は、ブロックチェーン教育を拡
充し、関連するテーマを検証するのに使用され、
ダイラムダならびにアジア広域のテゾスチームと
の協力のもとにテゾステクノロジーの習得コース
を開催するための資金として使われます。

ケンブリッジ大学のOCaml Labsは、一流の関
数型プログラミングおよびコンピューターサイ
エンスの学際的なチームとして、英国を拠点とし
て活動しています。この助成金により、OCaml 
L a b sチームはテゾスコードベースを新しい
duniverseビルドシステムに移行します。これに
より、テゾスビルドの速度が向上し、開発者の開
発ワークフローがスムーズになります。OCaml 
Labsは、このプロジェクトでインド工科大学マド
ラス校（IITマドラス校）の研究者と協力していま
す。同校はインドの高等技術教育および応用研
究分野で最重要な研究所です。

OCTO Technologyは、Accenture Digitalに属
するフランスのコンサルティングおよびIT導入会
社です。この助成金はOCTOチームによるテゾス
アカデミーの構築と改善に使われました。テゾス
アカデミーとは、楽しくユーザーフレンドリーな方
法でLIGOスマートコントラクトの開発を教える
無料オンラインプラットフォームです。

Simple Stakingは、マルタを拠点にTezEdgeを
ビルトしている企業です。TezEdgeとは、安全
性への配慮から人気のあるRustプログラミング
言語で実装されたテゾスノードです。Nomadic 
Labsやその他の広範なテゾス開発コミュニティ
と協力してプロジェクトを進めています。Rust言
語で実装されたテゾスノードがエコシステムに加
わることによりノード実装の多様性が増し、ネッ
トワークの分散性と堅牢性が高まります。
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米国を本拠とするSpruceは、テゾスエコシステ
ムに参加し、デジタル自己主権型アイデンティ
ティソリューションを構築しています。このチーム
が取り組んでいる主な製品は、資格証明ウォレッ
トのモバイルアプリケーション、資格証明問題の
ためのWeb2・Web3アプリケーションとプラット
フォーム、検証者ツール、エコシステムスチュワー
ドポータル、そしてアイデンティティブリッジや
SDKなどのいくつかのインフラ成果物です。

Stove Labsはスロバキアを拠点として、テゾス
スクールを構築している企業です。最新のテゾス
利用方法を総合的に学べるコースを開発者向け
に提供しています。このプロジェクトでは、ユース
ケースの開発なども進めています。

Taridesはフランスのソフトウェアエンジニアリ
ング会社で、仮想現実技術、分散型システム、
プログラミング言語の開発に主に携わってい
ます。財団から付与された助成金は、テゾスと
MirageOSの統合と継続開発に充てられるとと
もに、WindowsやJavaScriptのような新しいプ
ラットフォームにおけるテゾスの移植や保守に使
用されます。Taridesチームはまた、テゾスで使用
されるMirageOSライブラリに対しても長期的な
サポートを保証しています。

VDF Allianceは、ブロックチェーンエコシステム
用のオープンソースハードウェアを構築する、世
界クラスの学術、非営利、企業の協力者が集まる
団体です。テゾス財団はVDF Allianceに参加し
て、テゾスのようなブロックチェーンプロトコルの
セキュリティとスケーラビリティ向上の研究開発
をサポートします。

　

Spruceチームメンバー
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?
電話が進化。 
テゾスが進化。 
 

設立以来、テゾスは5回アップグレードを行いました。Athens、Babylon、Carthage、Delphi、Edoです。
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エコシステム—ツール・ 
アプリケーションの助成金
テゾス財団は、スキルレベルの異なる開発者がテゾスで新たなアプ
リケーションを構築でき、エコシステムの成長に役立つツールを構築
している数々のチームをサポートしています。テゾス財団はこれまで、
この助成金作成カテゴリである、5つの主要分野（プログラミング言
語とライブラリ、ブロックエクスプローラーと分析、スマートコントラ
クト開発、インフラストラクチャ、アプリケーション）に焦点を当てて
きました。 

プログラミング言語とライブラリ
• Ackee、チェコ
• Alexandre Moine、フランス
• A�ic Lab/Everstake、ウクライナ
• Edukera、フランス
• Go Tezos、米国
• Luiz Milfont、ブラジル
• Mad�sh Solutions、ウクライナ
• MoneyTrack、フランス
• NEOFACTO、フランス
• Nomadic Labs、フランス
• Simple Staking、マルタ
• Sotez (Andrew Kishino)、米国

ブロックエクスプローラーと分析
• Baking Bad、ロシア
• Blockwatch Data、ドイツ
• Papers/AirGap、スイス

受給者とその他の受給団体・組織：
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スマートコントラクト開発
• Agile Ventures、チェコ
• Anchor Labs、米国
• Baking Bad、ロシア
• Biconomy、シンガポール
• DaiLambda、日本
• Guillem Rieu、フランス
• Johann Tanzer、オーストリア 
• Runtime Veri�cation、アメリカ
• Smart Contract Labs、エストニア
• Tezsure、インド
• Tru�e Blockchain Group,、アメリカ
• 高麗大学校 (Hakjoo Oh)、韓国

インフラ
• Anyblock Analytics、ドイツ
• A�ic Lab/Everstake、ウクライナ
• Baking Bad、ロシア
• Bender Labs、フランス
• Breadwinner、スイス
• camlCase、アメリカ
• Crypto Storage、スイス
• Cryptonomic、アメリカ
• dOrg、米国 
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合計: 2,530万米ドル
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インフラ（続き）
• Dream Way、トルコ
• DSENT、スイス
• ECAD Labs、カナダ
• Equisafe、フランス
• Figment Networks、カナダ
• Fireblocks、イスラエル
• FutureSense、韓国
• Global P.O.S、フランス
• Gravity、フランス
• Henrik Moe、米国
• ImToken、中国
• KoineArth、シンガポール
• Kukai (Klas Harryson Consulting)、 
スウェーデン

• Ledger、フランス
• LIGO、フランス
• Magic Labs、米国
• Metaco、スイス
• MIDL.dev、エストニア
• OCTO Technology、フランス
• Ozone Networks、米国
• Papers/AirGap、スイス
• Pierre Genevès、フランス
• Shareable Asset、シンガポール
• SkillZ、フランス
• Smart Chain Arena、米国
• SmartChain、アラブ首長国連邦
• Soulmachine、英国
• Stably、米国
• Sylo、ニュージーランド
• Taurus、スイス
• TQ Tezos、米国

アプリケーション
• Andrii Sobol、ウクライナ
• Atlas One、カナダ
• Blockcurators、ドイツ
• Botwars Ultimate Trading、英国
• Chain of Insight、カナダ
• Diginex Solutions、香港
• Electis、フランス
• hicetnunc2000、ブラジル
• IBF Net、マレーシア
• LeewayHertz、インド
• Mad�sh Solutions、ウクライナ
• Mudit Marda、インド
• Nzinghaa Lab/Ejara、カメルーン
• Shubham Kukreja and Khushi Asawa、
インド

• Sword France、フランス
• Trout Labs、米国
• Wolfram Blockchain Labs (WBL)、米国

組織・カテゴリーごとの契約上の計算された月間バーンレート：
 

  20万米ドル以下 
  5万米ドル以下 

  50万米ドル超
  50万米ドル以下
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プログラミング言語およびライブラリ 

テゾスを可能な限り利用しやすくするために、テ
ゾス 財団はテゾス開発への参入のハードルを下
げるのに役立つオープンソースソフトウェアを作
成するエンジニアをサポートしています。

チェコの開発チームAckeeは、チュートリア
ルや概念実証アプリケーションなど、既存の
TezosSwiftプロジェクトのアップデートに取り組
みました。 

フランスを拠点とするアレクサンドル・モワン
（Alexandre Moine）氏は、LIGO言語のための
Linterを開発しました。コンパイラフックと、リン
ティングルールをインプットとして受け取り、ユー
ザーフレンドリーなレポートを作成できるlint-
ligo 1.0の構築に助成金を活用します。LIGO開
発チームと共同で開発が進められます。

ウクライナのAttic Lab/Everstakeは、いくつか
のプロジェクトで助成金を受け、 テゾスブロック
エクスプローラーであるTezTrackerや、テゾスマ
ルチシグウォレットの構築・改良などに取り組ん
でいます。既存の効率的な公開インデクサーを
利用して、このブロックエクスプローラーのバッ
クエンドとフロントエンドを構築し、展開するた
めに、助成金は使用されます。

Edukeraはスマートコントラクトセキュリティを
主な事業内容とするフランス企業です。Edukera
のチームが提供するArchetypeは、テゾスブ
ロックチェーンでのスマートコントラクト作成の
ために安全性を重視したドメイン特化言語で、
テゾスのスマートセキュリティの実現に役立ちま
す。テゾス財団から付与された助成金は、プロ
ジェクトをさらに推し進め、Archetypeスマート
コントラクトの形式検証プロセスを構築すること
に使用されます。 

Go Tezosは米国に拠点を置くテゾス開発者のブ
ライス・アルドリッチによって作成された人気の
Goライブラリで、テゾス リモートプロシージャ
コール（RPC）により公開、ビルトされています。
BriceはGo Tezosをさらに改善するために、ス
マートコントラクトの展開やRPC拡充などの機能
を加え、テストカバレッジとセキュリティを高めて
います。 

ルイス・ミルフオントは、ブラジルを拠点に、現
地でのテゾスプロジェクトの推進にフルタイムで
取り組んでいます。各種のプログラミング環境や
フレームワークにおけるテゾスの存在感を高める
ために複数のプログラミング言語でライブラリ
を作成していますが、助成金はその取り組みをサ
ポートし、ポルトガル語ユーザー向けの教育プロ
グラムを支援するのに使用されます。

ウクライナのソフトウェア開発会社Madfish 
Solutionsは、テゾスエコシステムの発展を支援
する様々なプロジェクトを手がけています。その
ようなプロジェクトの一環として、彼らが特に力
を入れているのがeth2tez（sol2ligo）の改良で
す。このトランスパイラにより、開発者はスマート
コントラクトをSolidityからLIGOに移行すること
ができます。 

MoneyTrackは、フランスを拠点とするチームで、
従来の決済の世界と、ブロックチェーンの制御、
追跡性、取消不能性の保証を組み合わせた有向
通貨の決済プラットフォームを構築しています。テ
ゾスでの取り組みの一環として、開発者の活用を
促進し、dApp開発の摩擦を取り除くために、テ
ゾス向けDartライブラリを開発しています。

NEOFACTOはフランス、ルクセンブルク、ベル
ギーに拠点をもつコンサルティング会社で、総勢
80余名のコンサルタントを擁しています。主に、
デジタル化に取り組む企業に顧問サービスを提
供しています。そのサービスのなかには、ブロッ
クチェーンコンサルティングやアプリ開発も含ま
れます。同社に付与された助成金は、Java連携
ツールボックス（EJ4Tezos）の開発とリリースを
通じてテゾスプロジェクトを促進するために使用
されます。そのような取り組みには、ビジネス界
におけるテゾス採用を推進する狙いがあります。

テゾスの関数型プログラミ
ングにより、Tezos上に構築
されたシステム全体でトッ
プレベルの証明可能な信
頼性を確保できていると胸
を張ることができます。 
Mad�sh Solutions 
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Nomadic Labsが管理するMichelsonは、テゾ
ススマートコントラクトのプログラミング言語
で、正式検証を念頭において設計されています。
かなり低レベルのスタックベースの言語ですが、
当該言語の静的型システムはスマートコントラク
トを実行する前にプログラミングエラーのクラス
全体を排除可能です。Nomadic Labsは、高水
準言語のコンパイルターゲットとして機能する、
スマートコントラクト用の中程度のプログラミン
グ言語であるAlbertにも取り組んでいます。さら
にNomadic Labsは、Mi-Cho-Coq（Coqイン
タラクティブ定理証明器を使用するMichelson
の仕様）を維持しています。Michelsonの構文と
セマンティクスの正式な仕様と、スマートコント
ラクトを検証するためのフレームワークを提供し
ます。 

Simple Stakingは、マルタを拠点にTezEdge
のビルトを続けている企業です。TezEdgeと
は、安全性への配慮から人気のあるRustプログ
ラミング言語で実装されたテゾスノードです。
Nomadic Labsやその他の広範なテゾス開発コ
ミュニティと協力してプロジェクトを進めていま
す。Rust言語で実装されたテゾスノードがエコ
システムに加わることによりノード実装の多様性
が増し、ネットワークの分散性と堅牢性が高まり 
ます。

Andrew Kishinoは米国に拠点を置くテゾス開発
者で、テゾスとの相互作用性を実現する最小限の
JavaScriptライブラリとしてSotezの開発を手が
けています。交付された助成金はSotezの継続
的な開発に使用されるとともに、テゾスの開発に
適したTypeScriptライブラリであるTaquitoの開
発資金として役立てられます。 

ブロックエクスプローラーと分析 

テゾス財団はコミュニティメンバーが、テゾスブ
ロックチェーン分析に使用できるオープンソース
のブロックエキスポローラーやその他のツール
開発に優先して資金を提供します。
 
Baking Badは、エコシステムで広く使用されて
いる多様な製品を構築するテゾス開発チームで、
ロシアを拠点として活動しています。この助成金
により、テゾスブロックチェーン用の軽量なAPI
ファーストのアカウント志向型ブロックエクスプ
ローラーのTzKTを改良しているチームを支援し
ます。さらに、助成金はテゾススマートコントラク
ト開発者ダッシュボードであるBetter Call Dev
にも使用されます。

ドイツを本拠とし、アレックス・アイヒホルン
（Alex Eichhorn）率いるBlockwatch Dataに
は、テゾスブロックエクスプローラーのTzStats
と基盤となるブロックチェーンインデクサーの
tzindexの開発を促進する追加助成金が交付さ
れました。TzStatsを使用すると、ユーザーは将
来のプロトコルアップグレードへのコンプライア
ンスを確保できるだけでなく、今後のテゾスベー
ス資産(トークン)を追跡することもできます。直
近に行われたAPIのアップグレードでは、チェー
ンの暗黙的なイベント、コントラクトインターフェ
イスのハッシュ、エントリポイントのフィルターと
統計などの機能が追加されました。

AirGapウォレットを開発したPapersは、スイス
を拠点としてテゾスエコシステムの開発を積極的
に進めています。Papersチームは、テゾス アゴラ
との統合、テゾススマートコントラクトと資産の
サポート、そしてその他の主要なメトリックとデー
タの視覚化を通じて高性能なベーキングやガバ
ナンデータを追加することで、テゾスブロックエ
クスプローラーであるtezblockの改善を続けて
います。
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スマートコントラクト開発 

テゾスは、組織レベルのスマートコントラクト
をサポートしています。テゾス財団は、テゾスス
マートコントラクト開発とそれに続くアプリケー
ションの参入ハードルを下げるためのツールに
資金を提供しています。

Agile Venturesはチェコ共和国のコンサルティ
ンググループで、2016年以降は社内に設けられ
たソフトウェア開発チームで数多くのテゾスプロ
ジェクトを手がけています。現在、同社は複数件
の助成金を受給しています。Agile Venturesチー
ムはTaaSでの取り組みを続け、ECAD Labsと
Nomadic Labsの両方と協力して、GraphQLサ
ブスクリプションをTezosの上に導入する作業を
続けています。さらに、Tezos DomainsのdApp
向けのスマートコントラクトセットを構築してい
ます。dAppでは、ユーザーがドメインオークショ
ンに参加したり、ドメインを管理したりできます。
また、Tezos Domains Indexerと公開APIの負荷
分散、地理的冗長性を備えたデプロイメントも
構築しています。

Anchor Labsは米国を拠点とするチームで、テゾ
スのスマートコントラクトにGolangのサポートを
導入することに取り組んでいます。Anchorageの
オープンソースライブラリの範囲を拡大し、Go言
語でのコントラクトスクリプトの作成、呼び出しと
をサポートできるよう取り組んでいます。

開発中の製品リストのほかに、Baking Badはデ
ジタル証券（「セキュリティトークン」）やその他
のテゾス資産基準にさまざまなアトミックスワッ
プ実装を提供する柔軟なプログラムモジュール集
Atomex STO Gateも手掛けています。

シンガポールのBiconomyは、Web3アプリケー
ションに注力しています。このチームは、テゾス向
けのメタトランザクションプロトコルを開発してい
ます。その一環として、TZIPを開発し、他のTezos
開発者と協力して、メタトランザクションをサポー
トするスマートコントラクトの標準規格を策定して
います。これは、ガスに最適化されたメタトランザ
クションとクライアントサイドSDKを活用し、開発
者が簡単にリレーインフラに接続してメタトランク
ションを利用できるようにするためです。TQ Tezos
などのエコシステムチームと連携しています。

Baking Badチーム
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ダイラムダ開発チームは日本を拠点としており、
助成金を形式メソッドで高品質のスマートコン
トラクトを開発するための資金として利用しま
す。将来的には助成プロジェクトの一環として、
Typical Smart Contracts (TSC)エージェンシー
のコンセプトを確立し、そのようなプラットフォー
ムのためにオープンソースのプロトタイプを構築
することを目指しています。プラットフォームの
ウェブアプリケーションでは、ユーザーが数多く
のテンプレートのなから適切なものを選んでス
マートコントラクトを作成できます。ユーザーの
作業を助けるために、分かりやすく直感的に操作
できるウィザードが用意されています。 

フランスを拠点に活動するギリェム・リュー
（Guillem Rieu）氏は、Patreonのような従来の
クラウドファンディングプラットフォームを置き
換えるテゾスベースのプラットフォームの開発を
目標に、PeerPatronプラットフォーム及び関連
のオープンソースツールの研究に取り組んでいま
す。dAppsやスマートコントラクトのテンプレー
トをリリースし、チュートリアルや説明書類一式
を整備することも、プロジェクトの内容に含まれ
ています。

ヨハン・タンツァー（Johann Tanzer）氏はオー
ストリアを拠点に、自らが指揮を執ってTplusの
開発を進めています。テゾス環境（サンドボック
スやパブリックノード）の容易な管理を開発者に
可能にするツールとしてTplusを提供することで、
テゾス関連の開発ハードルを下げるのが狙いで
す。同社に交付された助成金は、現存のオープン
ソースプロジェクトやライブラリをTplusに組み
込み、ユーザーインターフェース（UI）とユーザー
エクスペリエンス（UX）を改善し、コミュニティ
におけるTplusの利用普及を促すために使用され
ます。

Runtime Verificationは米国に拠点を置き、ラ
ンタイム検証ベースの手法を使用してソフトウェ
アの安全性、信頼性、正確性を向上させる開発に
取り組んでいる会社です。Kフレームワークでの
Michelsonの形式セマンティクスを開発するとい
う前段階のテゾスプロジェクトを基に、Runtime 
Veri�cationは、Michelsonの形式検証フレーム
ワークを作成しました。その一環として、記号単
体テストのケースを取り扱うために、既存の単体
テストフレームワークを拡張しています。さらに、
Michelsonのコード上でカバレッジ情報を直接
表示できる、Michelson用のFire�yクライアント
の開発にも着手しています。

Smart Contract Labsは、エストニアを拠点
とするチームで、最新のプルーフオブステークプ
ラットフォーム上のブロックチェーン製品に注力
しています。バイナリーオプションから始め、テゾ
ス上で合成資産を作成して取引するためのプラッ
トフォームを構築することで、テゾスプロジェクト
に貢献しています。

Tezsureはインドを拠点として、主に分散型ファ
イナンス（DeFi）アプリケーション用のテゾス
ツールを作成する活動に取り組んでいます。高度
な機能の実装、チュートリアルと解説ビデオの作
成、および例示的なスマートコントラクトテンプ
レートの追加により、Tezsureチームがテゾス開
発のテストツールTezsterを引き続き構築していく
ためにこの助成金が活用されます。

世界最高水準の開発環境「Tru�e Suite」を開発
している米国のTru�e Blockchain Groupは、
助成金を活用し、スマートコントラクト開発ツー
ル「Truffle」にテゾスサポートを実装するソフト
ウェアプログラムの開発を支援することで、テゾ
スプロジェクトに貢献します。プログラミング言
語「SmartPy」にTruffleのサポートが追加され
ます。テゾス式Ganacheの概念実証も作成しま
す。

高麗大学校は約3万人の学生数を誇り、韓国で
最も長い歴史をもつ大学の一つです。コンピュー
タサイエンス学部助教授のHakjoo Ohは、
Michelsonで書かれたスマートコントラクトの完
全性を全自動で検証し、テストするツールの開発
に取り組んでいますが、その取り組みを支援する
ために助成金が交付されました。
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インフラ 

インフラは、活発なブロックチェーンエコシステ
ムに不可欠です。テゾスの場合、ファイナンシャ
ルプリミティブスや資産基準などの重要なイン
フラを構築するプロジェクトにより、開発者はこ
れらの公共財を使ってテゾス上で新しいアプリ
ケーションを作りやすくなります。

Anyblock Analyticsはドイツのブロックチェー
ンソリューション・プロバイダーで、ビジネスプロ
セスとブロックチェーンを統合するためのコンサ
ルティング、ツール、データを提供しています。同
社の主力製品であるのが、ブロックチェーンデー
タの検索、処理、分析ツールAnyblock Indexで
す。そして、このインデクサーにテゾスブロック
チェーンを加える開発作業に対して、助成金が
交付されました。それによって、コミュニティが
Elasticsearch DSLとSQLにより無料でクエリを
実行できるようにします。 

Attic Lab/Everstakeは、ウクライナのチーム
で、助成金を受けていくつかのプロジェクトに取
り組んでいます。テゾスのインフラに対する取り
組みの一環として、テゾスエコシステムの信頼性
と安定性を高めるために、Tezos Giga Nodeの
運用・保守を行っています。さらに、テゾスのマル
チシグウォレットのウェブアプリケーションをビ
ルトしており、PaperのBeaconを利用した署名
と認証を行う継続的なベスティングコントラクト
の作成もサポートしています。 

Baking Badは、教育やプロトタイピングを目的
としたJupyter（インタラクティブノートブック）
カーネルであるIMichelsonの開発を進めていま
す。カスタムMichelsonインタープリター、ランタ
イム型チェックや基本的なオートコンプリートな
どの機能をベースにしています。 

Bender Labsはフランスを拠点とするチームで、
現在WrapプロトコルのMVPを構築しています。
これにより、誰でも簡単にERC20トークンをテゾ
スのトークンにラップすることができるようにな
ります。プロジェクトには、FA2のホワイトリスト
機能の活用や、ラッピングコンセンサスとインセ
ンティブシステムの構築、ユーザーフレンドリーな
Webインターフェイスなど、技術的にも非技術的
にも重要な特徴が含まれています。 

Breadwinnerは、BRDウォレットを開発したス
イスの企業で、ネットワーク内のベイカーにtezを
委任する機能など、テゾスを統合しています。

camlCaseは分散型ファイナンス（DeFi）の開
発と教育を主な業務分野とする米国企業です。
分散型取引所のDexterとモバイルウォレットの
Magmaを立ち上げ、維持するという同社の業務
を促進するために、助成金が交付されました。
MagmaにはiOS版とAndroid版の両方があり、
デフォルトでDexterに対応しています。さらに、
Dexterとネイティブに統合されたテゾス向けモ
バイルスマートウォレットをビルトし、立ち上げる
ためるために、助成金が交付されました。

Crypto Storageは、Crypto Finance AGの一
部であるスイスの企業で、ストレージインフラと
トークン化に注力しています。そのためチーム
は、顧客のプロジェクトのために、テゾスのFA1.2
とFA 2のトークン規格をシステムに統合しま 
した。 

Cryptonomicはインフラ・ソリューションの構築
を手がけている米国企業です。高度に分散化さ
れたコンソーシアムアプリケーションに対応する
ツールやスマートコントラクトを提供しています。
同社に付与された助成金は、Chainlinkを使用し
てテゾス上でオラクルのサービスを開発する業務
に当てられます。そのなかで現行の保守業務やコ
ミュニティへの働きかけもサポートし、Arronax
ブロックエクスプローラーなどの既存プロジェク
トの改良を促進します。

Cryptonomicチーム
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dOrgは、米国を拠点とするフルスタックのフリー
ランサーエージェンシーで、Web3で構築・運営
しています。 チームは、テゾスのBaseDAOフ
レームワークを使用したDAOの作成と相互作用
のためのアプリ「Homebase」を設計・開発して
います。 

Dream Wayはトルコを拠点として、小売店やネッ
ト通販業者へのテゾストークンの普及を推進す
る開発を手がけています。Payzosはユーザーが
オンラインショップでテゾスを支払通貨として設
定できるようにする電子商取引プラットフォーム
用プラグイン一式です。その改良開発を進めるた
めに、助成金が付与されました。

Dsentは、テゾス上で構築されるトークン発行プ
ラットフォーム「tokengate.io」を開発するスイ
ス企業です。同プラットフォームではテゾストー
クンでの支払いも取り扱われます。この製品は、
トークン化（暗号化）の利用を検討する銀行など
の法人客をターゲットにしています。同社に付与
された助成金は、トークンウォレット生成ツール
を構築し、FA2トークン規格をトークンゲイトの
プラットフォームに統合するのに使用されます。 

ECAD Labsはソフトウェア開発、システムエンジ
ニアリング、オープンソース開発、およびサポート
の領域におけるプロジェクトを提供、管理してい
るカナダ企業です。ECAD Labsは、テゾス用の
Grafanaデータソースプラグインを開発し、テゾ
スのリモート署名者Signatoryを改善するための
助成金を受給しました。ECAD Labsは、テゾス
上の開発に適したTypeScriptライブラリとして
Taquitoの開発にも関与し、Nomadic Labsのテ
ゾスインデクサ・ライブラリを普及させるために
必要な改良にも関わっています。 

Equisafeは、非上場企業が投資家や投資を管理
するためのソリューションを開発しているフラン
スの企業です。同社の製品は、スタートアップ企
業、不動産会社、投資家などに利用されていま
す。このチームは、FA1.2およびFA2規格をプラッ
トフォームに導入しています。

Figment Networksは、Web3ソリューションを
開発するカナダの企業です。同社の狙いは、テゾ
スアプリケーションを開発するソフトウェアエン
ジニアのために、よりシームレスなエクスペリエ
ンスを実現することにあります。テゾスをHubble 
Web 3エクスプローラーに統合する開発を進め
るために、助成金は付与されました。このエク

スプローラーは、テゾスエコシステムに高水準
の分析、アラート、ガバナンスツールを提供しま
す。開発者がAPIを介してテゾスブロックチェー
ンのデータに容易にアクセスできるフルノードを
サービスとして提供するのがData Hubですが、 
同社はそれへのテゾス統合を今後も進めていき
ます。

Fireblocksは、イスラエルに拠点を置く企業で、
デジタル資産のカストディ・転送・決済プラット
フォームを開発・運営しています。プラットフォー
ムはマルチパーティ計算（MPC – multi-party 
computation）を採用しており、ステーキングの
サポートなどを含むテゾスのネイティブトークン
を統合し、FA1.2とFA2を使ってトークン化機能
を構築しています。

FutureSenseは、韓国を拠点とする企業で、NIA
（韓国情報化振興院）との取り組みの中で、DID
サブシステム、データインテグリティサブシステ
ム、トークンベースのデータマーケットプレイス
などにテゾスを組み込んでいます。このチーム
は、Nomadic LabsやTQ Tezosといったテゾス
のエコシステムメンバーと、技術的にもコミュニ
ケーションレベルでも協力しています。

Global P.O.Sは、フランスの企業で、同社の暗号
通貨ウォレット「Easy2PlayWallet」にテゾスを
統合し、国際的な販売拠点での支払いにTezを
使用できるよう取り組んでいます。

Gravityはフランスを拠点とするチームで、個人
や中小企業が本人に関する検証可能なデータを
デジタルウォレットにまとめ、プライベートでポー
タブルかつ永続的な信頼できるデジタルアイデン
ティティを構築できるソリューションを開発して
います。デジタルアイデンティティのプロジェクト
では、Spruce IDと共同で人道的活動組織のた
めのオープンソースのIDスタックを構築していま
す。財団が支援する活動の一環として、世界中の
NGOに使用されているRedRoseシステムに、テ
ゾスベースのDIDと検証可能なクレデンシャルを
統合しています。

ヘンリック・ムー（Henrik Moe）氏は、米国を拠
点とする開発者で、助成金を活用して、プルーフ
オブステークリワード関連のテゾスプロジェクト
に取り組んでいます。ベーカー向けの税務申告書
を作成するためのツールを開発してきましたが、
現在はcryptocountという名前で、ユーザー向け
のUIやUXデザインの改善などを行っています。
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imTokenは、アジア地域で最も人気のあるウォ
レットの一つを開発した中国企業です。チーム
は、tezを自社のソリューションに統合する取り
組みを行っているだけでなく、ユーザー向け公
開ベーカリーの運営や、アジア市場でのコミュニ
ケーション活動のサポートなど、ネットワークに
も貢献しています。

シンガポールの K o i n e A r t hが構築した
marketsNは、ブロックチェーンとAIをベースにし
た、ERPと互換性のあるソリューションです。協調
的なB2B（企業間電子商取引）マーケットプレイ
スで、組織が協働することができ、1つのスケーラ
ブルな分散型プラットフォーム上でエンドツーエ
ンドの可視性を実現し、ビジネスプロセスやベン
ダーに統合できます。チームは、FA2トークンの
使用を含め、テゾスでこのマーケットプレイスを
構築します。 

スウェーデンのKlas Harrysson Consultingと
そのチームが開発したKukaiは、テゾスベースの
資産に使用できる人気の高いウォレットです。
DirectAuthを利用して、ユーザーがソーシャルメ
ディアのアカウントを通じてウォレットを作成で
きる機能も搭載されています。助成金を活用し、
UXやUIの改善、DexterなどのdAppsとの統合、
モバイルデバイスソリューション、さらにはスマー
トウォレットの機能など、ウォレットの開発を進
めています。 

ハードウェアウォレット「Ledger Nano」を開発
したフランスのLedgerは、暗号通貨とブロック
チェーンアプリケーションのセキュリティとイン
フラのソリューションを同様に手がけています。
Ledger Vaultにテゾスのサポートとデリゲート機
能を追加し、テゾスプロトコルの更新時にもサポー
トを維持するために助成金が交付されました。

LIGOチームはフランスを拠点としてLIGOプロ
ジェクトの開発を手掛け、このツールの採用と
対応を広げていくことを目指しています。LIGO
は、Michelsonで作成したものに比べて使いや
すいスマートコントラクト言語で大型コントラク
トの開発向けに設計されました。LIGOは命令型
言語で、これで書いたものはコンパイルされてク
リーンなMichelsonコードに変換されます。フロ
ントエンド（例、エラーメッセージ）、ミドルエンド
（例、公開API）、バックエンド（例、インタープリ
タの改良）など、改善を進めていくために助成金
が交付されました。

米国に拠点を置くMagic Labs（旧Fortmatic）
は、自社のホワイトレーベルSDKでのテゾス対
応を開始しました。それによりテゾスベースのア
プリへのパスワードレス認証ウォレットコネクタ
が実装可能となり、アプリのUXが大きく向上し
ます。同社に付与された助成金は、テゾスでの統
合をサポートするためのインフラ、プラットフォー
ム、フロントエンド側の開発に使用されます。

スイスのMetacoは、SILOプラットフォームを用
いて、金融機関がデジタル資産を管理するための
カストディソリューションを提供しています。その
一環として、フロントエンド、バックエンド、スト
レージソリューションの変更、デリゲーションや
ベーキングのサポートなど、SILOプラットフォー
ムにおけるテゾスブロックチェーンとそのネイ
ティブトークンの両方をサポートするために助
成金を受けました。さらに、テゾストークンの規
格（例、FA2）SILOクライアントのデジタル証券
をテゾスを基盤技術として使用して統合していき 
ます。

MIDL.devはエストニアを拠点として、テゾスのイ
ンフラストラクチャツールを使ったオープンソー
ススイーツを構築するためのステーキングをサー
ビスソリューションとして提供しています。同社は
インフラストラクチャを構築するソリューション
を定額で提供しているので、顧客による直接的な
ステーキングが可能になります。交付された助成
金で、MIDL.devは完全な銀行取引インフラを複
製可能かつ安全にコードとして実装するプロセス
を簡易化する開発を進めます。それによって、意
欲的なテゾスベーカーの参入障壁を低くするの
が狙いです。
 

DirectAuthを使った簡単なオ
ンボーディングや、ユーザーが
ソーシャルメディアのアカウント
に直接、シームレスにtezを送信
できることが大きなメリットとな
り楽しみです。
Kukai
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OCTO Technologyは、Accenture Digitalに属
するフランスのコンサルティングおよびIT導入会
社です。今期新たに付与された助成金で、同社は
テゾスネットワークへのHTTP APIのTezos Link
プロジェクトを引き続き進めていきます。助成プ
ロジェクトの一環として、アーキテクチャの改善、
セキュリティの強化、テストネットの処理、ノード
拡張性を改善するなどの技術的な改良が行われ
ます。同社はデジタル集金が可能なマーケットプ
レイスを構築するためのオープンソース・ボイラー
プレートTezos Landの開発を手がけています
が、その取り組みにも助成金が使用されます。

Ozone Networksは、世界最大級の非代替性
トークン（NFT）のマーケットプレイスである
OpenSeaを運営している米国企業です。この
チームは、ユーザーがOpenSeaのメインのマー
ケットプレイスサイトでテゾスのNFTを探索、購
入、販売できるようにし、テゾスで埋め込み可能
なNFTの改善を確実に行えるようサポートされて
います。
 

スイスに拠点を置くPapersチームは、他のテゾ
ス開発チームと協力して、ユーザーがブラウザを
介してTezosベースのアプリケーションと対話で
きるウォレットインタラクション標準を作成しま
す。この標準を使用して、すべてのアプリケーショ
ン開発者が一般的な実装を介してウォレットを
簡単に組み込めるようにするブラウザ拡張ビーコ
ンを開発することに成功しました。さらに、チー
ムはSaplingをAirGapソリューションに統合して
います。

フランス人開発者のピエール・ジュネーブが開
発を進めているTezQueryは、テゾスブロック
チェーンのグラフ構造上でSQLクエリだけでな
く、強力な（再帰的）クエリも評価するクエリエ
ンジンです。 

Shareable Assetは、シンガポールのチームで
す。テゾスブロックチェーン上で不動産トークン
を発行するための不動産資産トークン化プラット
フォームを開発しており、そのプラットフォームに
テゾスプロトコルを統合しています。

Papersチームメンバー
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SkillZは、フランスを拠点とするブロックチェーン
会社で、運用準備の整ったエンタープライズグ
レードのインフラを企業に使用しやすくするため
の開発を進めています。テゾスをSkillZのプラッ
トフォームに統合することを目標としています。
それが実現すれば、クライアントはマルチクラウ
ド・インフラでテゾスノードを利用、管理するこ
とが可能となり、業界での普及とコミュニティ内
でのコラボレーションが促進されます。

Smart Chain Arenaは、SmartPyの開発元で
ある米国企業です。過去にも助成金を受けてお
り、現在は既存機能の改善や新規開発に注力し
ています。テゾスのアップグレードへの対応、コ
ントラクトに簡単にメタデータを追加できる機能
（TZIP-16）、遅延や更新が可能なエントリーポ
イント、テゾスのsmartpy.ioへの統合、SmartML
やSmartJSのエディタなどに取り組んでいます。

SmartChainは、アラブ首長国連邦アブダビ
に本拠を置き、サウジアラビアにも進出してい
る技術組織で、Aqar Chainと呼ばれるプラッ
トフォームをビルトしました。湾岸協力理事会
（GCC）で初めて、ブロックチェーン技術を用い
て不動産物件をトークン化し、個人投資家向け
のクラウドファンディングでフラクショナルオー
ナーシップを提供しています。トークン化プラット
フォームは、テゾスのFA1.2トークン規格を採用し
ています。  
 
Soulmachineは、金や銀の資産をトークン化
し、ウォレット間での迅速な送金を可能にする
ために、Soulmachineのベンチャー企業である
OroPocketにテゾスプロトコルを統合し、テゾス
プロジェクトに貢献している英国のチームです。
ユーザー向けプラットフォーム「OroPocket」の
テゾスウォレットでは、tezおよびテゾスの金・銀
トークンの送金が可能で、ユーザーは金・銀トー
クンを即座に売買できます。

米国を拠点とするStablyは、ブロックチェーン、
ステーブルコイン、オープンファイナンスAPIを
活用したボーダーレスなネオバンキングプラッ
トフォームによって、金融取引をより早く、より
安く、より透明にすることを使命としています。
Stablyはテゾスを統合し、テゾスブロックチェー
ンで次世代のDeFiアプリケーションとステーブル
コインを実現します。
 

Syloは、ニュージーランドを拠点とするチーム
で、Sylo Smart Walletを構築しています。これ
は、デジタル資産トウォレットと分散型プライ
ベートメッセンジャーを組み合わせたアプリケー
ションです。このチームは2020年後期にテゾス
をスマートウォレットに統合し、さらにフィアット
オンランプと、ベーキングサービスの提供の両方
に取り組んでいます。Sylo Smart Walletは、分
散型通信プロトコルと、ユーザー間で安全な暗
号支払いやメッセージを送信するためのスマー
トウォレットを内蔵したメッセージングプラット
フォームを使用しています。

Taurusは、デジタル資産の取引、投資、保護向
けの次世代プラットフォームを構築するスイスの
金融サービス会社です。Taurusは、暗号通貨を
保管するスイスの大手B2Bサービスプロバイダー
でもあります。このチームは、テゾスプロトコル
とFA1.2およびFA2規格をインフラストラクチャ
に統合しました。この統合により、機関投資家を
ターゲットとした堅牢で信頼性の高いインフラを
提供し、一部の大手金融機関にテゾスへの安全
なアクセスを提供することで、プロトコルの採用
を加速します。

TQ Tezosは、企業と開発者向けのテゾスベース
のソルーション、およびオープンソースソフトウェ
アを開発する技術チームを備えています。開発中
のさまざまな製品の中で、TQ Tezosは他のテゾ
ス開発者と協力して、幅広いトークンタイプ（た
とえば、代替可能、非代替、譲渡不可）の両方を
サポートする統合トークンコントラクトインター
フェースの標準およびマルチアセットコントラク

TQ Tezosチームメンバー



31 

トの開発を指揮しています。さらに、DAO、ベー
キングソフトウェア、リファレンスアプリケーショ
ン、テゾスのプライベートバージョンなどの開発
にも力を入れています。

アプリケーション

エンドユーザーアプリケーションは、テゾスの導
入とそのエコシステムの成長促進に役立ちます。
当財団は、テゾスベースのさまざまな実例に沿っ
たアプリケーションを作成するプロジェクトに助
成金を交付しています。

ウクライナのソフトウェア開発者アンドリー・
ソボル（Andrii Sobol）氏には、QuipuSwapプ
ロトコルとその構成要素のゲーム理論的な経
済分析を行うための助成金が交付されました。
QuipuSwapは、テゾスベースの資産の交換を円
滑化するための分散型交換プロトコルです。この
分析では、QuipuSwapプロトコルの潜在的な攻
撃方法を見つけ出し、脆弱性が見つかった場合
にはQuipuSwapチームに可能な対処法を提供
することを目的としています。

Atlas Oneは、民間資本市場向けのデジタル証
券に主力を注いでいるカナダの企業です。この
チームは、デジタル証券およびデジタル証券オ
ファリング（DSO）の構造化、作成、発行、配布、
管理を目的としたプラットフォームの要素技術と
して、テゾスを使用しています。

Blockcurators GmbHは、主にブロックチェー
ンと暗号通貨を手がけるドイツのソフトウェア開
発会社です。交付された助成金は、テゾスを同
社のCoinKit TipBotに統合するための開発に使
用されます。そして、Twitter、Discord、Slack、
Telegramなどのプラットフォームの種類を問わ
ず、ボットによりtez（テゾストークン）でのチッピ
ング（投げ銭）を可能にするために必要となるサ
ポートを提供していきます。

Botwars Ultimate Tradingは英国に拠点を置
くチームで、ゲームを通じてプレイヤーに楽しく画
期的な方法で責任ある取引をする方法を教えて
います。ボット戦争で、あなたはトレーディングロ
ボット軍の大佐です。暗号通貨市場を征服して彼
らを勝利に導くのがあなたの任務です。

Chain of Insightは、分散型ツールとブロック
チェーンゲームを手掛けているカナダのビルダー
です。このチームは、過去にもテゾスベースのパズ
ルゲームを作りました。現在は、テゾスで数ステー
ジを設けた「Project Uanon」というパズルゲーム
を作成しています。このゲームには、テゾスベース
のNFTが含まれており、数か月にわたってプレイ
が行われる予定です。
 
香港を拠点とするDiginex Solutionsは、デジタ
ル資産とブロックチェーン技術の機関での活用を
推進しています。助成金は、テゾスブロックチェー
ン上にeMinを構築して立ち上げるために活用され
ます。これには、Verifik8（プロジェクト1）、国連
国際移住機関（IOM）（プロジェクト2）との共同
によるタイでのeMinの実装の制作が含まれます。
さらに、ETP（Ethical Toy Program）やマテル社
などの加盟企業と共同で、デジタル監査用アプリ
ケーション「Diginex Trust eMin」の強化版を制
作しています。

フランス企業のElectisは、多数決・投票向けのテ
クノロジーの新しい利用促進を目指す非営利団体
で、ブロックチェーンと特定の投票プロジェクトに
関する特別な専門知識を備えています。交付され
た助成金を使用して、Electisチームはテゾスベー
スの電子投票アプリを継続的に開発し、プロジェ
クトに参加する世界50校以上の大学のコミュニ
ティを支援していきます。さらに、Spruceと協力し
て、同社のテゾスベースのDIDソリューションを投
票アプリケーションに追加しています。

テゾスのNF Tは、NF Tと
Oracleをつなぐ関数型プ
ログラミングがうまく機能
しており、成長の可能性を
大いに秘めたエコシステム
です。
Chain of Insight 
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hicetnunc2000は、ブラジルのテゾス開発者ラ
ファエル・リマが経営するブラジルの会社です。
テゾスでいくつかのプロジェクトを構築したこと
があります。今回の助成金では、主にeスポーツコ
ミュニティに向けて、ユーザーがクラウドファン
ディングや電子投票に参加できるような開発を
進めています。交付された助成金は、このシステ
ムを実現するためのアプリをテゾス上で構築し、
ローンチするために使われます。それに伴い必
要となるマーケティングキャンペーン、レファレン
ス、説明書類一式の作成、提供なども、助成内容
に含まれます。

IBF Netは、マレーシアを拠点とし、ハラルエコシ
ステムの研究と技術を活用した、イスラムビジネ
ス・金融ネットワークです。取り組みの一環とし
て、テゾスを組み込んだ慈善管理プラットフォー
ムを構築しており、Tezや他の暗号通貨での寄付
も含めて、ブロックチェーンでの慈善事業への寄
付の収集、分配、管理を可能にすることを目指し
ています。

LeewayHertzはインドの企業で、スタートアッ
プ企業や法人向けに新興技術を使ってデジタル
ソリューションを構築しています。このチームは、
テゾスに焦点を当てたブログをいくつか発表して
おり、テゾスベースのロイヤリティトークンをtez
でバックアップする開発のサポートを受けてい 
ます。

eth2tezに加えて、Madfish Solutionsは次のイ
ンフラストラクチャを構築するために助成金の交
付を受けました。QuipuSwap – 安全で分散化さ
れた検閲耐性のある方法で、テゾス上のトークン/ 
資産のシームレスな交換を可能にするプロトコ
ル。Thanos – さまざまなテゾスのアセット標準、
dApp、エクスプローラーなどの統合サポートを
備えたUXに焦点を当てたフル機能のウォレット。
さらに、BaseDAOやTezosのガソリンスタンド
ネットワークなど、いくつかのプロジェクトでTQ 
Tezosと協力しています。

インドの開発者であるムディット・マルダ氏は、
TezosのFA2規格を利用したNFTのマーケットプ
レイスの構築に注力しています。同氏のソリュー
ションは、テゾスブロックチェーン上で動作するカ
スタマイズ可能なオークション属性を持つ、さま
ざまな形式のオークションを実施するための統一
された柔軟なフレームワークを備えています。

Ejaraは、アフリカ市場に特化した、暗号通貨と
トークン資産をサポートするモバイルアプリケー
ションです。カメルーンを拠点とし、Ejaraを開発
したNzinghaa Labチームは、この助成金を活用
して、スマートコントラクトを開発して製品に統合
し、安全なウォレットバックアップとキーリカバ
リー、ビットコイン・テゾスのアトミックスワップ、
およびテゾスのクロスチェーンキー登録とリカバ
リーシステムを実現します。

Shubham KukrejaさんとK hushi Asawa
さんは、インドのサビトリバイ・プーレ・プネ
大学の学生です。二人は、ファンタジークリ
ケットの暗号化プラットフォーム「CricTez」
をローンチしました。プラットフォームでは、
リーグに参加している各クリケット選手に対
し、限られた数の非代替トークンを発行しま
す。これらのトークンはプラットフォーム上で
購入、収集、取引することができます。各選手
は、一定数のカードによって定義されます。 
リーグ開始時のスコアは1.0のカード（NFT）100
枚という想定です。それぞれのカード/コレクショ
ンは、そのカードのスコアと所有者だけのもので
す。

Sword Franceは、ブロックチェーン技術に大い
に参加してきたデジタルトランスフォーメーショ
ンの国際的なリーダーです。このフランスのチー
ムは、文書の不正行為や偽の請求書に対抗する
ために、テゾスベースのデジタル署名プロジェク
トを実行しています。

米国を拠点とするTrout Labsは、ベイキング作業
を管理するためのオープンソースでのベーカー向
けWebアプリケーションダッシュボードを制作
しています。このプラットフォームを利用すること
で、ベーカーはベイキング業務についてより透明
にでき、ベーカーの適切な会計処理を促進するこ
とができます。

米国のWolfram Blockchain Labs（WBL）
は、Wolfram Language、Mathematica、
Wolfram|Alpha、その他のWolframテクノロ
ジーを利用したソリューションやサービスを
提供しています。TQ Tezosチームと協力して、
Wolfram|Alphaの統合、Oracleの統合、WBLで
完成した教育作業などを目指しています。
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?
ゲーミングが進化。
テゾスが進化。 
 

設立以来、テゾスは5回アップグレードを行いました。Athens、Babylon、Carthage、Delphi、Edoです。



34 

コミュニティ助成金

テゾスはデジタルコモンウェルスとなることを意図して作られました。プロトコ
ルは、検閲への耐性がある（ネットワークを潰すことが実質不可能）トランザク
ション、証拠証明ベースのコンセンサスアルゴリズム、および統合されたガバナ
ンス体系を通じたコミュニティにおける個々のメンバーの支援を意図して作成
されました。協調的でオープンなグローバルコミュニティを目指してこの設計が
選ばれました。テゾス財団は、世界中のコミュニティが成功への必要なサポー
トを得られるように、コミュニティの開発、イベント、およびテゾスエコシステム
成長に取り組む団体に資金を提供しています。

合計:  1,030万 米ドル 34 
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イギリスに拠点を置くNew Vectorは、Riotコ
ミュニティのチャットチャネルを開発し、Tezos 
Riotチャネルのカスタムブランドを確立していま
す。また、他のユーザーから運用上隔離された独
立したTezos Riotサーバーを運営します。

Nomadic Labsは、テゾスの開発に加えて、拠
点地域のエキサイティングなプロジェクトにお
いて事業開発や企業支援の事業体としても活動
しています。これには、中央銀行に関連するプロ
ジェクトへの貢献や、2020年後半に開始された
Logical Picturesプロジェクトのような企業で
の活用も含まれています。グローバルなエコシス
テムチームと密接に連携し、活用を促進してい 
ます。 

Norn CommunityのTezosNoti�erBotは、トラ
ンザクション、委譲、不足しているブロックの承
認、ダブルベーキングなど、テゾスブロックチェー
ン上のさまざまなイベントを監視するために使用
される人気のあるテレグラムボットです。 この助
成金により、Nornコミュニティはテレグラム向け
@TezosNotifierBot およびボットを改善・拡張
し、他の通知チャネルもサポートしていきます。

マレーシアのPyconチームは、ハッカソンを開催
し、スポンサーシップの資金援助を受けました。
今回のイベントでは、Tezos IndiaがTezosを紹介
し、SmartPyを使った開発が宣伝されました。

Richard Manチームは、オンラインフォーラムで
Tezos Japanのコミュニティと交流し、隔週でプロ
ジェクトの最新情報をソーシャルメディア・チャネル
に公開しています。このチームは、コミュニティ標準
やライブラリに関しさらに幅広いテゾスエコシステ
ムや開発チームと協力し、テゾスプロジェクト全体
の発展に寄与しています。

Reason Associationは、より効果的な学習教材や
ツールを制作・普及させることで、ReasonMLコミュ
ニティの成長を推進しています。また、JavaScript
開発者にReasonやOCamlを教えるための新しい
資料を作成したり、既存ユーザーの開発環境を改
善したりしています。テゾス関連のコンテンツや、
ReasonMLコミュニティのテゾスエコシステムへの
参加を促すためのリソースやツールがこれに含まれ
ます。

Tezos Brazilはビジネス、製品、コミュニティの開
発に関わるチームです。これらのイニシアチブを通
じて、Tezos Brazilは、大陸規模の国でテゾスプロ
ジェクトとエコシステムの導入と成長を促進してい
ます。

Tezos Commonsは、米国に拠点を置く非営利
財団です。教育プログラム、教育メディア、Tezos 
LaunchPadなどの運営やイニシアチブをサポートす
ることで、テゾスプロジェクトに貢献しています。テ
ゾスの様々な組織と協力し、Kukai、Tezos Help、
Tezos Agoraなどの各種プロジェクトを支援してい
ます。チームは拡大を続けており、ハッカソンなど
のコミュニティプロジェクトに貢献し、メディアを
通じたエンゲージメントにも積極的に取り組んでい 
ます。

 Nomadic Labs活用・サポートチーム

Tezos Commonsチームメンバー
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ドバイにあるTezos Gulf Technologiesは、UAE
および中東を中心に活動しています。助成金は活
動拠点に企業を設立し、この地域におけるエコシ
ステムの発展を支援するのに使用されます。その
ために、中東全域のテクノロジーハブと提携し、
官民連携を進めるために積極的に働きかけてい
きます。

Tezos Indiaは、テゾス使用を望む個人や組織を
支援することで、世界最大のデモクラシーを支え
ています。個人や組織がテゾスを利用できるよう
に支援・トレーニングを行い、インドでのコミュ
ニティ活動を企画し、支援しています。さらに、イ
ンドのテゾスコミュニティを成長させるために、
ハッカソンやウェビナーの開催をサポートしてい
ます。

Tezos Israelは、テゾスエコシステムのために先
進的なブロックチェーン技術を構築すると共に、
開発者を教育・訓練してイスラエルのコミュニ
ティに貢献しているイノベーションラボです。イス
ラエルのハイテクエコシステムや政府機関にお
いて、テゾスブロックチェーン技術の認知度を高
め、統合することを使命としています。

Tezos Koreaは、韓国の大学と協力してイベント
を主催し、教育を提供し、技術開発をサポートす
る非営利組織です。Tezos Koreaは、ビジネスコ
ンサルティングを担当し、韓国でのテゾス導入を
進めています。 

Tezos Ukraineは、ウクライナのブロックチェー
ン支持者と業界のエキスパートが運営する非営
利団体です。ウクライナと東欧におけるテゾス
ネットワークの成長と強化を促進しています。テ
ゾステクノロジー開発者のためのトレーニング
コースの開発と実施をサポートし、ハッカソンや
ミートアップを開催するなどの取り組みを行って
います。また、Tezos Ukraineは、ウクライナで
持続可能なテゾスコミュニティを構築することを
目的としたコミュニケーション戦略を導入してい 
ます。

カメルーンに拠点を置くTezos West Africaは、
西アフリカにおける活気あるテゾスコミュニティ
の成長を支援し、ミートアップや地元の技術カン
ファレンスを利用してテゾスブロックチェーンに
関する認知度の向上に取り組んでいます。また、
Tezos West Africaでは、現地の開発者に体系
的なテゾスの入門トレーニングを提供していき 
ます。

Tezos Indiaチーム

Tezos Ukraineチーム
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TQ Tezosは、ニューヨーク市に拠点を置く組織
で、テゾスの導入とマーケティングの取り組み、
認知度の向上に焦点を当てています。企業と開
発者向けのテゾスベースのソリューションとオー
プンソースソフトウェアの作成の他、ビジネス開
発、スタートアップ企業や既存企業が興味深い
ユースケースに対してテゾスを導入するのを支援
し、マーケティングやイベントやエコシステム開
発の取り組みで他のテゾス組織やコミュニティメ
ンバーと緊密に連携します。このチームは、テゾ
スエコシステムのマーケティングキャンペーンを
積極的に展開し、テゾスやtezos.comなどのウェ
ブサイトに関するコミュニケーションを管理して
います。

TZ APACは、シンガポールに本社を置き、テゾス
エコシステムをサポートする、アジアを代表する
パブリックブロックチェーンコンサルタント会社
です。TZ APACは、ブロックチェーンの専門家や
テゾスエコシステムの他のステークホルダーと密
接に協力しながら、ボトムアップアプローチで企
業やクリエイターのための付加価値のあるブロッ
クチェーン変革戦略を策定しています。

TZ Connectはベルリンのローカルハブで、テゾ
スプロトコルの開発と有意義なプロジェクトへ
の活用に注力しています。最初のプロジェクトで
は、予測市場の開発やハッカソン主催者のため
のツールキットの開発などを行っています。TZ 
Connectは、コラボレーション、知識の移転、ス
ピルオーバー効果が発生する環境となることを目
指しています。

カリフォルニア大学バークレー校は、主要な
教育出版物で世界のトップ大学にランクされ
ています。同校は、Blockchain Xcelerator 
Sponsorship Programを主催しており、当財
団はこれを支援しています。テゾスエコシステム
チームは、プログラムの教育的分野においても、
諮問を行ってさらなる支援を行っています。

TZ APACチーム
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産業への活用



産業への活用—
協業の推進

テゾスプロトコルの成長と活用を促進するために、テゾス財団は企
業や機関と協力して、実際に使用できる製品の創出をサポートして
います。そのような支援のなかで特に重視しているのが、協力する企
業・団体のテクノロジーへの理解を深め、どのテクノロジーアプリが
重要になるのかを見極めることです。また、必要に応じて、プロジェ
クトに資金供給を行います。

Exaion, EDFグループの子会社であるフランスのExaion社は、2020年10月にテゾスのベーカーになりました。
テゾスブロックチェーンの検証者として世界各地に誕生した企業ベーカー数社のうちの一つです。

39 



40 

デジタル証券 

イギリス・マンチェスターの不動産開発大手
Allianceは、5億英ポンドの不動産をトークン
化、さらにテゾス財団のtZeroそしてデジタル証
券アドバイザリーブティックのMegadolonと、マ
ンチェスター中心部で最初のデジタルセキュリ
ティプロジェクト「River Plaza」（4300万英ポン
ド）で提携を発表しました。

Andra Capitalのオープンエンド型投資信託で
あるSilicon Valley Coinは、テゾスベースの取引
可能なデジタル証券です。ブロックチェーンテク
ノロジーを使用して、従来のベンチャーキャピタ
ル投資の型を打ち破ります。この投資信託が投
資するのは、5億米ドル以上の価値の世界クラス
のベンチャーキャピタルに支えられ業界をリー
ドする、後期段階の大手民間テクノロジー企業 
です。

Reit BZは、中南米最大の投資銀行BTG Pactual
が後ろ盾となっているブラジルのプロジェクトで
す。Reit BZ (RBZ)と呼ばれるセキュリティトーク
ンを使って、国外投資家は成長し続けるブラジ
ル不動産市場にアクセスできるようになります。
RBZトークンは、主にサンパウロやリオデジャネ
イロのディストレスト不動産資産に支えられて
います。株主に対する配当支払いのように、RBZ
トークンの所有者には前述のディストレスト不動
産資産の価格回復から定期的に配当が支払われ
ます。RBZのセキュリティトークンでは、テゾスが
デフォルトのブロックチェーンとなります。 

ベルリンに本拠を置くFundamentは、金融監督
庁BaFinの監督の下、ドイツ初のデジタルセキュ
リティを手がけます。Foundationはエンドユー
ザーへの流通チャネルを含む、デジタル証券のエ
ンドツーエンドのインフラを構築しています。テゾ
スはFundament製品向けのデフォルトのブロッ
クチェーンです。

Globacapは、ロンドンを拠点とする大手デジタ
ル証券の発行および管理プラットフォームで、英
国の金融行動監視機構（FCA）の監督下にあり
ます。Globacapは、多くのデジタル証券取引所
のパートナーでもあり、ブロックチェーンベース
のデジタル証券の流通市場を提供しています。
Globacapを介して発行されるの優先基盤ブ
ロックチェーンとしてテゾスが上がっています。

Taurusは、デジタル資産の取引、投資、保護向け
の次世代プラットフォームを構築するスイスの金
融サービス会社です。Taurusは、暗号通貨を保
管するスイスの大手B2Bサービスプロバイダーで
もあります。Taurusはテゾスをブロックチェーン
のテクノロジーパートナーとして推進し、そしてプ
ラットフォーム上のデジタル証券発行のブロック
チェーンとして統合します。Taurusは、ヨーロッパ
の金融機関とのデジタル証券プロジェクトを可
能にし、テゾスベースのデジタル資産への追加ア
クセスを提供します。

Vertaloは、ブロックチェーンテクノロジーを使
用してデジタルアセットエコノミーを接続および
有効化するキャップテーブル、コンプライアン
ス、投資家向けのプラットフォームです。Vertalo
は、SECに登録された証券代行エージェントとし
て、民間企業、ブローカーディーラー、投資家の
資産管理を継続的にサポートし、顧客向けの標
準ブロックチェーンとしてテゾスを使用します。

決済

Baanxは、ウォレットやペイメントレールなどの
モバイルバンキングアプリケーション向け専有
技術プラットフォームを開発し、サードパーティ
のディストリビューターとして運営しています。
Baanxは英国で電子マネーライセンスを保持し
ています。コア製品は、Baanx の分散型暗号通
貨バンキング、為替、および支払いシステムのホ
ワイトラベル業務です。Baanx製品の中には、す
でに30か国で発行されている、物理的なカード
および仮想VISAデビットカードオプションを備え
た暗号通貨モバイル決済アプリも含まれていま
す。テゾスは支払い通貨として統合されます。
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デジタル資産プラットフォーム

Bitcoin Suisseは、XTZのためにカストディソ
リューションを開発し、その主な提供物にステー
キングやデリゲートのオプションを含めました。 
さらに、同社はFA1.2 トークン規格に基づいた
tzBTCトークンをサポートし、子会社のSwiss 
Crypto Tokensを通じて新しいトークンが発行
された時にコミットされるビットコインの保管
を管理します。さらに、テゾス財団は2020年7月
末に完了したシリーズAの資金調達に参加しま 
した。

Elevated Returns Exchange（ERX）は、テゾ
スを基盤ブロックチェーンとして使用したAlpha 
Point上にビルトされています。タイ証券取引所
（SEC）の承認を既に受けており、投資家に投資
トークン売買の場を提供します。

Equisafeはテゾスを使用して、セキュリティ、ト
レーサビリティ、リアルタイムの更新を提供し、非
上場企業の議決権や株主の登記を管理していま
す。金融資産をトークン化し、テゾスをベースに
した共有電子記録ソリューションでデジタル資産
を作成・維持するためのプラットフォームを提供
します。

Securitizeは、ファンド、株式、債券、不動産な
どを対象にしたデジタル証券作成に信頼でき
るグローバルソリューションを提供するプラット
フォームです。Securitizeは自社の製品にテゾス
を統合して、世界中の発行者が利用できます。

StakerDaoは分散型の金融資産管理プラット
フォームで、法令に則った安全な資産管理を
可能にします。2020年中頃にローンチされた
STKRトークンはテゾスブロックチェーンを使
用しており、プロポーザルの提出、議論、投票、
実装にFA1.2トークン規格を採用しています。
StakerDAOの金融商品Blend（BLND）の最初の
プロポーザルには、tezが含まれており、2020年
初頭に提出して承認されました。
 
 

メンバーシップと協会

Capital Markets and Technology Association
（CMTA）は、スイスの金融、技術、法律の各分
野の主要関係者によって設立された独立した協会
で、分散型台帳技術（DLT）を利用したトークン形
式の証券の発行、流通、取引に関する共通基準を
策定しています。資本市場の分野でDLTの利用を
促進することを目的としています。

DLT Education Consortium (DEC)は、分散型台
帳技術とデジタル資産のための世界的なパスポー
トで、ブロックチェーン業界で働く人のためのベン
チマークとなる業界標準です。DECは、DLTの研
究・教育を行っている主要な大学・機関のコンソー
シアムによって設立されました。

OpenVASP Associationは、メンバーのニーズや
要求に基づいて、プロトコルとそのエコシステムを
発展させることを目的とした非営利団体です。仮
想資産サービスプロバイダー（VASP）と他の当事
者との間で取引情報を伝達するためのオープンな
プロトコルを確立し、維持することを目標としてい 
ます。

Bitcoin Association Switzerlandは、活発な愛
好家のコミュニティで、定期的にイベントを開催
し、未解決の法的な疑問を解決しようと努めたり、
メディアからの問い合わせ窓口を提供して一般の
人々を啓蒙したりしています。

Multichain Asset Managers Association
（MAMA）は、ブロックチェーン技術による資
産運用の変革を目指す組織のグローバルコミュ
ニティで、Paris Blockchain Week Summitや
Singapore FinTech Festivalなどの様々なイベン
トを年間を通して開催しています。

Swiss Blockchain Federationの目的は、ブロッ
クチェーンを使った活動の場としてのスイスの魅
力をアピールし、安全で競争力のある法的枠組み
の構築を推進することです。Swiss Blockchain 
Federationは、ブロックチェーン分野、政治・経済
分野、科学界、公共分野からの関係者で構成され
ている官民パートナーシップです。
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助成金 
期間中のアクティブな助成金

パブリックベーカー
2021年2月4日現在、mytezosbaker.com

テゾスエコシステムの
世界地図



ファイナンシャル
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この半年間で、暗号市場は進化しました。普及率、ユースケース、仮想通貨価格の上昇
は、テゾス財団の総資産を見ても明らかで、前回の更新活動報告書時と比較して約57％
増の11億7,600万米ドルとなり、同時期に5,130万米ドルを助成金受給者に交付しました。
財団のポートフォリオを多様化するために取られた措置の一つとして、安定化基金を1億
1,000万米ドル増やしました。

ここ数か月間での金融機能で実行された、暗号通貨での取引を含める主要な不換通貨
（fiat）での助成金受給者への支払件数は500件を越えました。さらに、財団の事業活
動の指標となる元帳の数は増加の一途にあるため、財団はプロセスの自動化に多大な
投資を行っています。自動化されたプロセスで特記すべきは、ブロックチェーンから実際
の決済を直接取得し、当社の会計ツールで使用できるよう読み取り可能なファイルにコ
ンパイルすることで、暗号取引の帳簿管理を行えるようになったことです。 
 
2021年6月、2020年度会計についてPricewaterhouseCoopersによる外部監査を受け
る予定です。今回で監査実施は4度目になります。今回は、フランス、ドイツ、シンガポー
ル、ドバイの間接子会社を含むテゾス財団グループの、現地の会計基準に基づく法定財
務諸表ならびに中小企業向け国際財務報告基準（IFRS for SMEs）に基づく連結財務諸
表が監査の対象となります。 
 
テゾスプロジェクトとエコシステム促進ためのリソースを最も効率よく提供できるよう
に、テゾス財団はその有効性、効率、透明性を継続的に改善しています。エコシステムへ
のリソースの提供には助成金作成プロセスは不可欠です。そのため、前回の更新活動報
告書でもお知らせしましたが、2020年後期に、テゾス財団は助成金プラットフォームを
立ち上げ、関心分野を更新しました。このプロセスをさらに合理化し、成果物やマイルス
トーンなどの助成金情報を公開することで、率先してより広いコミュニティに透明性を提
供していきます。

ファイナンシャル



46  46 

2021年1月31日時点の保有資産の市場価値は11億7,600万米ドル（参考：2020年7月31日
時点の資産7億5,100万米ドル）です。テゾス財団の暗号通貨資産は主にBitcoin (BTC)と
Tezos (XTZ)で保有され、複数の安全な保管ソリューションで管理されています。2020
年後半、テゾス財団は、長年にわたり成功を収めてきた特定の助成金受給者にXTZを割
り当てるイニシアチブを開始しました。参加に報いるとともに、今後も長くテゾスエコシ
ステムに貢献してもらうためのものです。

テゾス財団は自己の流動性ニーズに適切に対応するため、スイスの銀行に債券、ETF、コ
モディティなどの流動資産を保有し、リスクに配慮した多様なポートフォリオを保有して
います。さらに、管轄区の複数銀行から認可を受けています。65%が米ドル、18%が英ポ
ンド、11%がスイスフラン、6%がユーロとシンガポールドルで構成されています。その他の
資産は、主に戦略的株式、負債投資、またはイーサリアムのような暗号通貨です。 

（百万米ドル） 2021年1月31日 %  2020年7月31日 %

現金 (�at) 47 4% 53 7%

Bitcoin (BTC) 600 51% 278 37%

Tezos (XTZ) 258 22% 262 35%

安定化基金 212 18% 105 14%

その他の投資 59 5% 53 7%

資産の市場価値 1‚176 751

主要な指標データ
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資金が進化。 
テゾスが進化。 
 

設立以来、テゾスは5回アップグレードを行いました。Athens、Babylon、Carthage、Delphi、Edoです。



ガバナンス
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テゾスコミュニティのテゾス財団の組織とガバナンスに関する透明性向上の
ために、テゾス財団の組織の機能と責任を以下に示します。

テゾス財団の 
理事会と委員会 

 49 

投資委員会
投資委員会は、通常の助成金や通常の資産管理
以外のあらゆる財団の投資について、財団理事会
（IC）と執行委員会に推奨とアドバイスを行う組
織です。

技術諮問委員会 
技術諮問委員会（TAC）は、テゾスプロトコルの
すべての技術的問題（財団が資金提供する技術
的優先事項を含むがこれらに限定されるもので
はない）について、財団理事会と執行委員会に勧
告と助言を提供するために設立された組織です。
TACにはテゾスコミュニティの外部委員が含まれ
ます。

指名・報酬委員会
財団理事会は最近、新会員を評価して財団理事
会に提案する指名・報酬委員会を設置しました。
また、財団の報酬モデルを定期的に評価すること
も同委員会の任務です。

財団理事会 
理事会は、財団とその資産の監視と管理、運営、
および財団の戦略決定における包括的責任を負
います。財団の憲章に従い、財団理事会は運営
および資産管理の任務を財団の執行委員会に委
任しています。財団理事会は、自らで理事を任命
し、構成します。現在、財団理事長を含む7人の理
事で構成されています。

執行委員会
執行委員会は、財団の運営および資産管理の任
務を財団理事会から委任されています。さらに、
執行委員会は理事会の決議を実施し、財団の目
的を促進する投資決定に対して一定の責任を有し
ています。

監査委員会
監査委員会は、財務諸表や税務など財団の財務
報告および事業報告を監視する組織です。監査
プロセスには、財団の法定監査人（PwCスイス）
の活動、妥当性、有効性の確認があります。



財団理事会
2021年１月31日時点  
テゾス財団理事会は、テゾスプロトコルとエコシステムをサポートするため、テゾス財団を率い
る経験豊富な専門家で構成されています。各理事が、それぞれの分野の専門知識と見識を提供
します。世界中から集まったユニークで経験豊富な理事の全員で理事会を形成しています。

フベルトス・トーンハウザー
委員長

フベルトスは、ファミリーオフィス
の支援を受けているVC会社でド
バイを拠点とするハイテク企業ビ
ルダーのEnabling Futureの共
同設立者です。また、MENA地域
をリードするモバイルゲームパブ
リッシャーBabil Games（2016
年にスティルフロントグループが
買収）を立ち上げた創設者の一人
です。2010年以前は、規制デジタ
ルゲームとカジノの分野で欧州市
場をリードするCasinos Austria 
Groupで経営幹部職と取締役を
務めました。

アレクシス・ボンテ
財団理事会理事

アレクシスはStillfront Group
内のオンラインゲーム会社
eRepublik Labsの共同創設者
兼CEOで、またStillfront Group
のG r o u p C O Oです。また、
Atomicoのベンチャーパートナー
でもあり、フランス、スペイン、ポ
ルトガル、東ヨーロッパへの新規
投資について助言し、ゲーム、ブ
ロックチェーン、旅行業界の分野
における成長を促進しています。
ルーマニア出身のアレクシスは
ヨーロッパビジネススクール（ロ
ンドン）で国際ビジネス・言語学
を修め、優等学士学位を取得して
います。

ラース・ハウスマン
監査委員会委員長

ラースは、Hausmann Treuhand 
AGの企業管理および管理責任
者です。1999年、Haussmann 
Treuhand AG入社。以来、厳しい
複雑な局面も含めて、会社経営、
経営管理、財務の分野において
様々な要職を歴任してきました。
スイス出身のラースはチューリッ
ヒ大学大学院で経済学を修め、
学士号を取得しています。また、ス
イス公認勅許会計士の資格も有
しています。

アリス・ロイド=ジョージ
財団理事会理事

アリス・ロイド=ジョージは、創業
初期のベンチャーファンドRogue 
Capitalの創設パートナーです
2013年以降、ゲーム、ブロック
チェーン、機械知能、コンピュー
タビジョン、ロボット工学、仮想
現実・拡張現実、NewSpaceな
どの分野における新興技術とイン
ターネット文化にいち早く注目し、
それに投資し続けています。理事
に就任する前は、RRE Ventures
のポートフォリオ会社12社にお
ける取締役とオブザーバーを務
め、Bridgewater Associatesの
投資家、北京とワシントンにある
Brookings Institutionの研究員、
Wall Street Journalの香港駐
在記者などを務めた経験があり 
ます。

ダニエル・マスターズ
財団理事会理事

ダニエルはCoinSharesグループ
の共同創立者であり、現在も会長
の職にあります。CoinSharesグ
ループは世界の投資家からの委
託を受けて膨大な額の資産を運
用する世界有数のデジタル資産
投資会社です。CoinSharesを立
ち上げる前は、世界初の規制ビッ
トコインファンドをローンチし、
主に原油とコモディティを扱う投
資企業Global Advisorsを創立し
ました。新たな資産クラスの開発
では30年以上もの実績をもつダ
ニエルは、デジタル資産エコシス
テムで一目置かれる有名人です。
独立する前には、JPモルガンでエ
ネルギー＆トレード部門のグロー
バルヘッドを務めた経験もありま
す。英国出身のダニエルは、物理
学と統計学の学位を取得していま
す。今の時代を生きるトレーダー
のなかでも、石油取引の成約件数
では自分の右に出るものはないと
自負しています。

アニル・マッドハバペディ 
財団理事会理事

アニルは、ケンブリッジ大学コン
ピュータ研究所の大学講師（准
教授）として、コンピューターシス
テムとプログラミング言語の接
点を研究しています。アニルは25
年以上にわたってオープンソース
ソフトウェアに幅広く取り組んで
おり、その研究は数多くの商業団
体にもスピンアウトして行われて
きました。アニルは、ハイパーバ
イザーのXen（2007年にCitrixが
買収）を作ったチームの一員であ
り、Unikernel Systems（2016年
にDockerが買収）を設立しまし
た。また、2012年からはOCaml 
Labsグループのディレクターも務
めています。

クリス・ライト 
財団理事会理事

クリスは、オープンソースソフト
ウェア企業、Red Hatのシニア・
バイス・プレジデント兼最高技
術責任者（CTO）です。同社は、
2019年にIBMに買収されました。
CTOとしてクリスは、Red Hatを
単一製品を取り扱う事業から、
グローバル企業の顧客がアプリ
ケーションを拡張し、あらゆる種
類のクラウド環境で新技術を展
開するための基盤へと移行する
のを支援しました。クリスは、オー
プンソースソフトウェアに情熱を
注いで取り組んでおり、業界で25
年過ごしたうち20年は、オープン
ソースに従事してきました。
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財団委員会

執行委員会 

フベルトス・トーンハウザー
財団理事会理事長
（臨時執行委員）

ウルリッヒ・ザウター
顧問弁護士  

ローマン・シュニダー
最高財務責任者/オペレーション責任者

投資委員会

フベルトス・トーンハウザー
委員長、財団理事会理事長

デービット・フックス 
役割

クリス・ロウラー 
TQ Tezos

アリス・ロイド=ジョージ
財団理事会理事

ウルリッヒ・ザウター
役割

ローマン・シュニダー
役割

監査委員会

ラース・ハウスマン
委員長、財団理事会理事

フベルトス・トーンハウザー
財団理事会理事長

ダニエル・マスターズ
財団理事会理事

指名・報酬委員会

フベルトス・トーンハウザー
委員長、財団理事会理事長

アレクシス・ボンテ
財団理事会理事

ラース・ハウスマン
財団理事会理事

技術諮問委員会 

ミシェル・マウニー
委員長、Nomadic Labs会長

ジェイコブ・アルルク
TQ Tezos 

ブルノ・ベルナルド
Nomadic Labs

ベンジャミン・カノウ
Nomadic Labs

古瀬 淳 
ダイラムダ

ルイス・ゴンザレス
Tezos Commons

アニル・マッドハバペディ
財団理事会理事

ウェイン・チャン
Spruce Systems

ウルリッヒ・ザウター
役割

ローマン・シュニダー
役割

2021年1月31日現在 
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私たちが目指すのは世界中の 
個人や団体組織をサポートし、 
堅牢かつ 分散型のデジタル 

コモンウェルスを作り出すことです。

”
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テゾス財団
tezos.comでテゾスのプロジェクトに参加しましょう
テゾス財団について詳しくは、tezos.foundationをご覧ください

テゾス財団は、スイス非営利財団です（所在地：Dammstrasse 16, 6300 Zug, Switzerland）。
テゾス財団は、スイス連邦内務省に属するスイス連邦財団監督局の監督下にあります。特にテゾ
スプロトコルと関連技術の促進と開発を含む、新たに開かれた分散型のソフトウェアアーキテク
チャの分野における、新しい技術とアプリケーションの開発促進を活動の目標としています。本半
期更新活動報告書は、SFSAによるテゾス財団の公式活動報告書ではありません。本半期更新活
動報告書はあくまで、誠実に一般的な情報提供のみを目的に公開されている資料です。テゾス財
団は、本書に記載されている情報の完全性、信頼性、正確性について、いかなる保証もいたしませ
ん。特に明記のない限り、本半期更新活動報告書に記載されるすべてのデータ、情報、および写
真は、テゾス財団が作成し、知的財産として所有しています。
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